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オレンジリボン運動
第１１回 公式ポスターコンテスト2019

開催のご案内

【主催】：認定NPO法人児童虐待防止全国ネットワーク
【後援】：内閣府 文部科学省 厚生労働省 日本子ども虐待防止学会 ＳＢＩ子ども希望財団 読売新聞社 東京都

共催企業・団体
募集
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主旨
オレンジリボン運動は、子ども虐待防止のシンボルマークとしてオレンジリボンを広めることで、
子どもへの虐待をなくすことを呼びかける市民運動です。

認定NPO法人児童虐待防止全国ネットワークは、オレンジリボン運動の総合窓口として、
子どもへの虐待のない社会を築くことを目指して啓発活動をしています。

そのひとつとして、「オレンジリボン運動公式ポスターコンテスト」を開催しています。
プロからアマチュアまで幅広い層の方々にご参加いただき、ポスターの制作を通じて、オレンジリボン
運動について知っていただくことを目的としています。また、コンテストにて選定されたポスターについ
ては、企業・団体の皆様のご協力の下、オレンリボン運動の啓発に使用されます。

コンテストは、趣旨にご賛同いただいた企業・団体の皆様の共催によって開催しています。

2019年度の「オレンジリボン運動公式ポスターコンテスト」共催に関するご案内させていただきます
ので、共催についてご検討いただけますよう、よろしくお願い致します。

2019年度第11回コンテストの共催企業・団体募集開始
※ 申込締切：2019年2月末
但し、ご応募が一定数に達した場合は早期に締め切りとさせていただく場合がございます。
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共催の内容とスケジュール

3

コンテストは企業・団体の皆様と共にオレンジリボン運動を推進することを目的としていますので、
以下の点についてご協力くださいますよう、よろしくお願い致します。

●共催企業・団体の皆様には、応募作品の中から特別賞を選定していただきます。

●選定いただきましたポスター（デザイン）をご利用いただき、オレンジリボン啓発活動を
実施していただきます。（著作権の譲渡や表現の微調整などポスター制作者とのやり取りは
当会で行い、ポスター等の啓発媒体の制作・印刷については、皆様からのリクエスト等を
お伺いしながら、当会指定の制作会社が担当させていただきます。）

注：共催金の一部は、ポスター等の制作費用として使用されます。
（詳細は、13頁に記載しております共催協力金使用内訳をご覧ください。）

●2019年７月中に受賞された方々をお招きして表彰式を行う予定です。

注：賞状（表彰楯）と記念品の贈呈を共催企業・団体の皆様に行っていただきますので、
ご出席をお願いします。（表彰楯は、こちらにてご用意します。）

●共催いただきます企業・団体のホームページや広報ツールなどでコンテストの告知、及び終了後の
結果に関する報告をお願い致します。（オレンジリボンHPのコンテストページへのリンクも
可能です。）

●オレンジリボン公式HPにて、ポスターコンテストの開始、受賞結果、ポスター利用による啓発
活動の報告等を掲載しますので、共催名義の使用許可、報告書のご提供をお願いします。
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スケジュール
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＜スケジュール予定＞

応募締切

３/18

最優秀賞
ユース賞
審査

4月
下旬

サポーター
審査

5月
上旬

結果発表

6月中

表彰式

７月中
を予定

作品募集
開始

12月

オレンジリボ
ンフォーラム

にて2018年 2019年

共催
企業団体
審査

4月下旬
特別賞
決定

一次審査

3月
下旬
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2019年度公式ポスターコンテスト概要（その１）
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作品テーマ （このポスターを見た人に一番伝えたいこと）

＜一般部門＞

子ども虐待防止オレンジリボン運動について市民の関心を更に高めることを目的に、
次の中からテーマを選び、表現していただきます。

・オレンジリボンは、子ども虐待防止のシンボルマークであること
・オレンジリボンには、子ども虐待のない、子どもたちが健やかに成長してほしい
との願いが込められていること
・オレンジリボンと共に、子ども虐待のない社会を目指しましょう！
・子ども虐待防止には、私たち一人ひとりの関心、地域のかかわりが大切であること

＜ユース（中学生以下）部門＞
私たちが、明るく、楽しく、安心して過ごせる居場所
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2019年度公式ポスターコンテスト概要（その2）
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【審査について】

〇１次審査
オレンジリボン運動事務局と運営委員で担当
＊募集要項やテーマに即しているか等について審査し、２００点前後まで作品数をしぼり込みます。

〇特別賞審査
共催いただきます企業・団体の皆様による審査
＊サポーター審査後、共催いただきます企業・団体の皆様に選定していただきます。

〇最優秀賞＆ユース賞審査
駿河台大学メディア情報学部 教授 城井 光広 様
株式会社電通 クリエイティブディレクター 吉田豊 様
全国児童養護施設協議会 会長 桑原 教修 様
読売新聞東京本社 社会保障部長 山本 広海 様
児童虐待防止全国ネットワーク 理事長 吉田恒雄
＊１次審査通過作品１５０点ほどから、最優秀作品を選定します。

〇サポーター審査
「１万７千人を超える個人サポーター」投票

＊投票の結果、オレンジリボンサポーター賞を選定します。
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【贈呈関係】
＜公式ポスターの部＞ 最優秀作品賞 １名 賞金１０万円 表彰楯

優秀作品賞 １名 賞金 ３万円 表彰楯
サポーター賞 １名 賞金 ３万円 表彰楯
ユース賞（中学生以下） １名 表彰楯 記念品

＜共催企業・団体の部＞特別賞 表彰楯 記念品（各共催毎）

＊１次審査通過者には公式オレンジリボングッズを贈呈
＊特別賞の記念品については、
共催企業・団体の皆様にて２～３万円相当のものをご用意ください。

【応募形式】 実際の使用を目的としていますので、Adobe IllustratorまたはInDesign
または Photoshopを使用し、印刷用データの作成ができる方を対象といたします。
※ユース部門は、手描きした画用紙での応募。

【応募手順】 公式ホームページより作品データを添付してご応募いただきます。

＜応募締切り＞2019年3月１８日（月） ２４時

【結果発表】 「オレンジリボン公式サイト」（７月中、表彰式後を予定）

参考： 昨年度の募集要項等の詳細は当会ホームページをご覧ください。 http://www.orangeribbon.jp

2019年度公式ポスターコンテスト概要（その3）

http://www.orangeribbon.jp/
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ポスター審査会＆表彰式の様子

＜審査会の様子＞ ＜表彰式の様子＞

表彰式

（H30年7月1日＠国立オリンピック記念青少年総合センター) 

最優秀賞＆ユース賞の審査

表彰式の様子

1次審査通過した150作品
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＜オレンジリボンサポーター賞＞ ＜ユース賞＞
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埼玉県富士見市

柴山桃子さん

東京都渋谷区

竹 村 晴さん

＜最優秀賞＞

神奈川県川崎市

前田嬉奈さん

たくさんの人々の地域の子ども
を見守る笑顔が、1人の子どもの
笑顔につながるのではないか。
ひとりの相談だけでは難しいか
もしれませんが、多くの人が集
まれば、苦しむ子どもをひとり
ずつでも笑顔にしていけるので
はないかと思い制作しました。

2018年度受賞者と作品紹介
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＜共催企業・団体賞＞

＜アイビー化粧品 賞＞ ＜GSクラフト 賞＞
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東京都豊島区

岩永 雄さん

兵庫県姫路市

山口ひかりさん

＜(公財)SBI子ども希望財団 賞＞

埼玉県富士見市

柴山桃子さん
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＜共催企業・団体賞＞

滋賀県守山市

守 伸 恵さん
滋賀県大津市

上田紫穂さん

＜ペレグレイス 賞＞

＜フィリップ モリス ジャパン 賞＞

＜日本労働組合総連合会 賞＞

＜大和商事 賞＞

三重県津市

大倉智子さん

東京都目黒区

福田恵理さん
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＜共催企業・団体賞＞

兵庫県西宮市

徳田敦彦さん

＜全国遊技機商業協同組合連合会賞＞＜東日本遊技機商業協同組合賞＞

＜コミットコーポレーション賞＞

神奈川県横浜市

鷲北千夏さん

愛知県稲沢市

魚住亮次さん
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当会主催イベント
ポスター利用による啓発活動の様子
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都庁1階ホール（１１月児童虐待防止推進月間中）にて

子どもの虐待死を悼む市民集会にて

子ども虐待防止オレンジリボンフォーラムにて
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共催10団体と想定しての実施予算 総額400万円
＜告知・広報関係＞ （内訳）

広告出稿（コンテストサイト登竜門、キーワード広告、チラシ作成） ・・・50万円

全国のデザイン学校へ案内送付（美術芸術系大学、専門学校などへ郵送） ・・・10万円

HP関連（バナー、詳細ページ制作、結果発表ページ作成） ・・・20万円

ニュースリリース（募集告知 結果の配信） ・・・ 5万円

＜選考関係＞

オンライン選考システム ・・・40万円

＜表彰関係＞

表彰たて、賞金等 ・・・30万円

受賞者交通費 ・・・60万円

1次通過者へオレンジリボングッズ贈呈（送料） 200個程度 ・・・20万円

＜共催企業・団体用ポスター作成＞

ポスター制作（受賞者との調整、データ修正、印刷一式） 10社 ・・・１50万円

＊ポスターのサイズ、枚数については、リクエストに応じて、いくつかの選択をご用意します。

＜運営関係＞

事務局費用（各種運営、連絡、問い合わせ応対）、および予備費 ・・・１５万円

共催協力金と実施予算内訳
コンテスト共催協力金として30万円の費用負担をお願いいたします。

この費用には貴社名・団体名入りのポスターＢ2サイズ1,000枚分（標準設定）を含みます。＊

協力金は下記予算の一部に充当させていただきます。
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お問い合わせ先

認定NPO法人 児童虐待防止全国ネットワーク事務局

〒156-0043 東京都世田谷区松原1-45-10 KTｽｸｴｱｰ4B

TEL：03-6380-6380 FAX：03-6379-3500

E-Mail：info@orangeribbon.jp
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